
�Ö×ƂW×@ƹōʡū�ǨĞ�

ƁƑHëƳ˼Ę���Z�ȃ¨>ƌɻ­ɻĈɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ�

ǘɻǦ�
�

ȼȹ  âʇzʢ\ŢǋúʝʏʛȮŬʡ÷Ŋʠbʬơʲʜʂʭʇɼ�ÌʨȮŬßĝÌ
ʠųůʑʭ�Ö×ƂW×@ƹōʡųŢʡ˥˃ʽʢîƧʏʛʂʭɽ�

Ƚȹ  »áȽȿ¼ʠĔŭÙʡˁˬ˛ʵˤ˪˃ǨĞ全国サーベイランス調査を行い、亜
急性硬化性全脳炎は依然として新規発症例があり、また患者は長期の罹病期
間で重症化している実態が明らかとなった。"

Ⱦȹ  今後も継続的に実態調査を定期的に実施する必要がある。�
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研究施設�東京大学大学院医学部小児科、杏林大学医学部小児科、静岡県立こども病院、大阪府立母子保健総合
医療センター、岡山大学大学院発達神経病態学、国立感染症研究所感染症情報センター�
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ĀǔÙƳʇųŢʏʛʂʭʌʝʇĈʫʆʝʟʘʕɽʥʕ患者は長期の罹患期間を経ており、病状も重症
化している実態が明らかになった。"
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本研究班による調査"
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" 平成24年の調査でほとんどの患者が進

行したⅣ期、Ⅴ期の状態。�
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